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○越前市自治基本条例  

平成１７年１０月１日  

条例第１号  

改正 平成２８年３月１８日条例第１０号  

目次  

前文  

第１章 総則 (第１条―第３条 )  

第２章 市民自治の基本理念 (第４条 )  

第３章 市民と市民自治 (第５条・第６条 )  

第４章 市民自治活動 (第７条―第１０条 )  

第５章 市議会 (第１１条 )  

第６章 市政運営 (第１２条―第１５条 )  

第７章 住民投票 (第１６条・第１７条 )  

第８章 市民自治推進委員会 (第１８条 )  

附則  

越前市の豊かな自然環境は、わたしたちの生活に安らぎと潤いをもたらし、先

人の英知と努力は、地域に産業を興し、輝かしい伝統や文化を培ってきました。  

わたしたち市民は、この郷土を、希望を持って学び、働き、そして新しい命を

育み、幸せに暮らすことができるまちとして発展させるとともに、日々の暮らし

においては環境に配慮しつつ、将来にわたり持続可能な社会を目指さなければな

りません。  

市は、これまで、情報公開、個人情報保護、循環型社会の推進、男女共同参画

や地域自治振興をはじめとする諸制度を整えながら、市民とともに考え行動して

いく協働の芽を育ててきました。  

いま、社会の変革と分権型社会への移行とともに、自治体の役割と責任が拡大

し、市民にあっても、自己決定・自己責任のもとに自らがまちづくりの担い手と

なる新しい自治の在り方が求められています。  

わたしたち市民は、多様な社会経験と創造的な活動を生かし、ひとりの市民と

して、また組織の一員としてまちづくりにかかわる中で、市民自治を確立しなけ

ればなりません。  
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こうした認識のもと、一人ひとりの人権が尊重され、人と自然と都市の活力が

調和した住みよいまちを市民の自覚と行動により築き上げることを決意し、ここ

に越前市自治基本条例を制定します。  

第１章 総則  

(目的 )  

第１条 この条例は、市民自治の基本理念を明らかにするとともに、その基本と

なる事項を定めることにより、自立した自治体にふさわしい自治の実現を図る

ことを目的とします。  

(条例の位置付け )  

第２条 この条例を越前市の自治の基本となる条例として位置付け、その原理に

基づき他の条例、規則等の制定改廃、解釈及び運用に当たらなければなりませ

ん。  

(定義 )  

第３条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号

に定めるところによります。  

(１ ) 市民 市内に住み、勤め、若しくは通学する者又は市内に事務所を有する

法人、市内で活動する組織その他の団体をいいます。  

(２ ) 参画 政策の立案から実施に至るまでの過程に主体的に参加し、意思決定

に関わることをいいます。  

(３ ) 協働 共通の目的を持って課題解決を図ろうとするものが、それぞれの特

性を尊重し、対等な立場で協力し取り組むことをいいます。  

(４ ) 市民自治活動 市民が住みよいまちづくりを目指し、自主的に行う多様な

公益活動をいいます。  

(５ ) 町内会 町、字等の区域を単位とした自治組織をいいます。  

(６ ) 地区組織 おおむね小学校の通学区域を単位とした自治組織をいいます。 

第２章 市民自治の基本理念  

(市民自治の基本理念 )  

第４条 わたしたち市民は、市政に関する情報を共有し、自らの判断と責任の下

に市政に参画し、協働することを基調とした市民自治を確立することを目指し

ます。  
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第３章 市民と市民自治  

(市民の権利 )  

第５条 わたしたち市民は、市民自治の主体であり、市政に参画し、その意思を

表明する権利を有します。  

２ わたしたち市民は、前項の権利の行使に際し、性別、年齢、信条、国籍等に

よるいかなる差別も受けません。  

(市民の責務 )  

第６条 わたしたち市民は、市民自治の主体であることを自覚し、自らの発言及

び行動に責任を持ち、市民自治を確かなものとするよう努めます。  

第４章 市民自治活動  

(市民自治活動の原則 )  

第７条 わたしたち市民は、家庭、職場及び地域社会の中で、市民自治を担う一

員として公共の利益のために自らできることを考え行動します。  

２ わたしたち市民は、市民自治活動において、男女が共に社会の対等な構成員

としてその個性及び能力を発揮するものとします。  

３ わたしたち市民は、同様の目的を有する個人及び組織との連携及び情報交換

に努め、互いの活動を尊重します。  

４ 市民自治活動を行う団体は、民主的かつ自主的運営を行います。  

(社会貢献活動 )  

第８条 わたしたち市民は、NPO(民間非営利組織 )、ボランティア等による市民

自治活動を通じ、それぞれの適切な役割のもとで社会貢献に努めます。  

(地域の自治 )  

第９条 わたしたち市民は、各地域において、その歴史、文化等の地域的特性を

生かした豊かなまちづくりを目指し、市と協働して組織的に市民自治活動を行

い、地域の振興を図ります。  

２ わたしたち市民は、町内会又は地区組織における活動を通して、安全で安心

な住みよいまちづくりの実現に努めます。  

３ 町内会その他の地域の振興を図る組織の代表者は、その構成員の意思を尊重

し、意見を取りまとめ、市との協働を円滑に図るよう努めます。  

(市民自治活動の支援 )  
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第１０条 市は、市民自治活動が果たす役割及び重要性を認識し、その活動を守

り育てるよう努めるものとします。  

２ 市は、市民自治活動の自主性及び自立性を尊重し、市民との相互理解を深め、

信頼関係を築くよう努めるものとします。  

３ 市は、その行政活動のうち、市民自治活動の特性を生かすことがより効果的

であると判断される分野については、積極的に協働の機会を拡充するよう努め

るものとします。  

４ 市は、市民自治活動を促進するため、情報の提供、相談、専門家の派遣その

他の必要な措置を講ずるよう努めるものとします。  

第５章 市議会  

(市議会 )  

第１１条 市議会は、市民の意思を代表し、議決権、調査権等を持つ合議制の意

思決定機関として、民主的な市政の発展に寄与するものとします。  

２ 市議会は、開かれた議会運営のため、その保有する情報の公開及び市民との

情報の共有に努めるものとします。  

３ 市議会議員は、自らの役割を深く自覚し、政治倫理の確立に努めるものとし

ます。  

第６章 市政運営  

(市長の責務 )  

第１２条 市長は、この条例を遵守し、市民自治の推進に努めるものとします。  

２ 市長は、総合的かつ計画的な市政の方針を明示し、その実現に向け職員を適

切に指揮監督するとともに、職員の能力の向上を図り、効率的な行政運営に努

めるものとします。  

３ 市長は、常に行政機構を見直し、機能的で簡素な組織づくりに努めるものと

します。  

(職員の責務 )  

第１３条 職員は、市民との信頼関係づくりに努め、市民自治の本質を理解して、

誠実に、公正かつ効率的な職務の遂行に努めるものとします。  

(情報の公開及び提供 )  

第１４条 市は、その保有する情報の積極的な公開及び提供を行うことにより、

5



市民との情報の共有に努めるものとします。  

２ 市は、公正で透明な市政の実現を図るため、適切な時期に市政について分か

りやすく市民に説明する責任を果たすものとします。  

３ 市は、情報の公開及び提供に際し、個人の権利及び利益が侵害されることが

ないよう個人情報の保護に必要な措置を講ずるものとします。  

(行政評価 )  

第１５条 市は、各年度における主要な施策の成果を明らかにするとともに、適

切な評価を行い、その結果を事後の施策に反映させるよう努めるものとします。 

第７章 住民投票  

(住民投票の請求又は発議 )  

第１６条 選挙権を有する市民 (市議会議員及び市長の選挙権を有する者をいう。

以下同じ。 )は、法令の定めるところにより、その総数の５０分の１以上の者の

連署をもって、その代表者から市長に対し、住民投票を求める条例の制定を請

求することができます。  

２ 市議会議員は、法令の定めるところにより、議員定数の１２分の１以上の者

の賛成を得て、住民投票を求める条例を市議会に提出することにより住民投票

を発議することができます。  

３ 市長は、住民投票を求める条例を市議会に提出することにより住民投票を発

議することができます。  

(住民投票の実施 )  

第１７条 市長は、前条の規定による条例制定の議決があったときは、速やかに

住民投票を実施するものとします。  

２ 前条第３項の条例による住民投票に参加できる者の資格として、必要に応じ、

選挙権を有する市民のほか次の各号に掲げる者のいずれか又は両方を加えるこ

とができます。  

(１ ) 市内に住所を有する年齢満１８年未満の日本国籍を有する者  

(２ ) 市内に住所を有する外国人 (永住者、定住者等 )  

３ 市長は、住民投票を実施する際には、当該住民投票に関し必要な情報を市民

に対して提供するものとします。  

４ 市民、市議会及び市長は、住民投票の結果を尊重するものとします。  
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(平２８条例１０・一部改正 )  

第８章 市民自治推進委員会  

(市民自治推進委員会 )  

第１８条 市は、市民自治活動及び市民参画の推進を図るため、市民自治推進委

員会 (以下「委員会」という。 )を設置するものとします。  

２ 委員会は、市長の諮問に応じ、自治の推進に関する事項について審議し、市

長に答申するものとします。  

３ 委員会は、前項に規定するもののほか、自治の推進に関する重要事項につい

て、市長に提言することができます。  

４ 市長は、委員会の答申及び提言を尊重するものとします。  

５ 委員会は、地方自治に識見を有する者及び市民による１０人以内の委員をも

って構成し、当該委員は、市長が委嘱します。  

６ 委員の任期は、２年とし、再任を妨げません。  

７ 委員が欠けたときの補欠委員の任期は、前任者の残任期間とします。  

８ 委員会に関し必要な事項は、別に規則で定めます。  

附 則  

(施行期日 )  

１ この条例は、平成１７年１０月１日から施行する。  

(経過措置 )  

２ この条例の施行の日の前日までに、合併前の武生市自治基本条例 (平成１６年

武生市条例第３３号 )の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この条

例の相当規定によりなされたものとみなす。  

附 則 (平成２８年３月１８日条例第１０号 )  

この条例は、公職選挙法等の一部を改正する法律 (平成２７年法律第４３号 )の施

行の日から施行する。  
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○越前市市民自治推進委員会規則  

平成１７年１０月１日  

規則第１号  

改正 平成１９年３月３１日規則第９号  

平成３１年３月２５日規則第６号  

(趣旨 )  

第１条 この規則は、越前市自治基本条例 (平成１７年越前市条例第１号。以下「条

例」という。)第１８条第８項の規定に基づき、越前市市民自治推進委員会 (以下

「委員会」という。 )の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。  

(委員構成 )  

第２条 条例第１８条第５項の委員 (以下「委員」という。 )は、次の各号に掲げ

る者によって構成する。  

(１ ) 地方自治に識見を有する者 ５人以内  

(２ ) 市民自治活動団体の推薦する者 ３人以内  

(３ ) 市民からの公募による者 ２人以内  

(委員長及び副委員長 )  

第３条 委員会に委員長及び副委員長を置く。  

２ 委員長及び副委員長は、前条第１号の委員の中から委員会において選任する。 

３ 委員長は、会務を総括し、委員会を代表する。  

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けた

ときは、その職務を代行する。  

(委員会 )  

第４条 委員会は、委員長が必要に応じて招集し、委員長が議長となる。  

２ 委員会は、委員の過半数の出席者がなければ、開くことができない。  

３ 委員会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の

決するところによる。  

４ 委員長は、特に必要があると認めるときは、委員会に委員以外の者の出席を

求め、説明又は意見を聴くことができる。  

(市民自治推進委員選考会 )  

第５条 市は、委員を選考するために、必要に応じて、市民自治推進委員選考会 (以
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下「選考会」という。 )を置く。  

２ 選考会は、選考委員若干人をもって組織する。  

３ 選考委員は、次の各号に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。  

(１ ) 市議会議員  

(２ ) 市職員  

(３ ) 前２号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者  

４ 選考会は、委員の選考に当たっては、広い分野から人材を起用することを基

本とし、住民の意思を公平に反映できるように努めなければならない。  

(解嘱 )  

第６条 市長は、委員が心身の故障のため職務の遂行ができないと認めた場合又

は職務上の義務違反その他委員たるにふさわしくない非行があった場合は、選

考会の意見を聴き、これを解嘱することができる。  

２ 前項の規定による解嘱は、当該委員に、解嘱の理由が説明され、かつ、弁明

の機会が与えられた後でなければ行うことができない。  

(庶務 )  

第７条 委員会の庶務は、市民協働課において行う。  

(平１９規則９・平３１規則６・一部改正 )  

(その他 )  

第８条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。  

附 則  

(施行期日 )  

１ この規則は、平成１７年１０月１日から施行する。  

(委員会招集等の特例 )  

２ この規則の施行後及び委員の任期満了後最初に行われる委員会の招集並びに

当該委員会で委員長が互選されるまでの間の委員会の運営は、第４条第１項の

規定にかかわらず、市長が行う。  

附 則 (平成１９年３月３１日規則第９号 )  

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。  

附 則 (平成３１年３月２５日規則第６号 )抄  

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。  
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令
和

６
年

度
 
採

択
事

業
一
覧
（
公
開
審
査
会
　
７
月
７
日
（
日

）
実
施
）

令
和

６
年
度
協
働
た
ね
ま
る

補
助
金
　
対
象
事
業
一
覧

単
位
：
円

団
体
名

事
業
名

事
業
内
容

1
N
P
O
法
人

越
前
市
障
が
い
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ

外
部
指
導
者
に
よ
る
総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
発

展
越

前
市

初
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
フ

ッ
ト

ボ
ー

ル
ク
ラ

ブ
の

立
ち

上
げ

に
際

し
、

外
部

指
導

者
を

導
入

。
指

導
方

法
を

学
び

な
が

ら
自

団
体

の
指

導
者

を
育

成
し

、
育
成

し
た

指
導

者
を

他
団

体
に

派
遣

す
る

こ
と

で
、

市
内

の
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

交
流

に
よ

る
活

性
化
や

人
材

育
成

を
図

る
。

事
業
費
（
補
助
金
）

2
4
0
,
0
0
0

(
4
0
0
,
0
0
0)

資
料

３

13



令
和
６
年
度
地
域
貢
献
活
動
支
援
補
助
金
（
学
生
団
体
）
対
象
事
業
一
覧

単
位

：
円

団
体

名
事

業
名

事
業

内
容

1
ふ
く
い
S
M
I
L
E
ア
ク
テ
ィ
部

高
校
生
に
よ
る
越
前
市
活
性
化
事
業

　
越
前
市
公
認
の
V
t
u
b
e
r
ユ
ニ
ッ
ト
「
越
前
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
若
紫
ま
い
さ
ん
と
コ

ラ
ボ
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

①
「
越
前
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
」

来
場
者
参
加
型
の
ク
イ
ズ
大
会
。
福
井
県
、
越
前
市
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
中
心
に
出
題
す
る
。

②
「
か
ぜ
ゆ
か
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

越
前
ク
ロ
ニ
ク
ル
の
デ
ビ
ュ
ー
曲
「
か
ぜ
ゆ
か
り
」
の
音
源
を
使
用
し
、
高
校
生
に
自
由
に
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
し
て
も
ら
う
。

③
若
紫
ま
い
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

④
ブ
ー
ス

越
前
ク
ロ
ニ
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
の
サ
イ
ン
や
フ
ァ
ン
ア
ー
ト
等
を
展
示
す
る
。

ふ
く
い
ス
マ
イ
ル
ア
ク
テ
ィ
部
や
越
前
市
の
ブ
ー
ス
も
製
作
予
定
。

2
仁
愛
大
学
　
織
田
ゼ
ミ

に
じ
い
ろ
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ー
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
通
し
て
学
ぶ
性
の
多
様
性
ー

　
近
年
、
性
の
多
様
性
に
対
す
る
問
題
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
越
前
市
で
も
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
が
導
入
さ
れ
た
た
め
、
小
さ
い
う
ち
か
ら
性
の
多
様
性
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
様
々
な
L
G
B
T
Q
+
の
問
題
に
関
す
る
絵
本
の
収
集
や
展
示
す
る
絵
本
の
P
O
P
作
成
な
ど
、
子
ど
も
と
そ

の
親
の
性
の
多
様
性
へ
の
知
識
の
浸
透
に
向
け
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。
資
料
の
展
示
や
ブ
ッ
ク

ト
ー
ク
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
。

3
仁
愛
大
学
　
野
村
ゼ
ミ

家
庭
に
お
け
る
災
害
食
備
蓄
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
防
災
備
蓄
を
し
て
い
な
い
人
に
向
け
て
、
市
販
災
害
食
の
展
示
・
紹
介
や
試
食
会
を
実
施
す
る
。

本
事
業
を
と
お
し
て
気
軽
に
備
蓄
を
始
め
て
も
ら
い
、
家
庭
で
の
防
災
備
蓄
率
の
増
加
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
市
販
災
害
食
で
は
食
塩
相
当
量
が
通
常
の
献
立
よ
り
も
多
い
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
明

ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
災
害
避
難
中
は
塩
分
摂
取
過
多
に
な
っ
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。
減
塩
災
害
食

を
開
発
・
普
及
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
に
お
け
る
高
血
圧
等
の
持
病
の
悪
化
を
防
ぐ
効
果
が
期
待
で

き
、
元
々
健
康
状
態
に
問
題
が
無
い
人
に
と
っ
て
も
適
正
な
塩
分
摂
取
を
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

4
福
井
県
立
武
生
商
工
高
等
学
校

電
気
情
報
科

ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
製
作
と
地
域
交
流

　
部
品
か
ら
全
て
自
分
た
ち
で
製
作
し
た
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
を
越
前
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
（
越
前
市
も
の

づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
、
商
工
デ
パ
ー
ト
等
）
に
出
店
す
る
。
子
ど
も
達
を
中
心
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
と

も
に
、
も
の
づ
く
り
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
に
は
独
自
の
コ
イ
ン
を
製
作
し
無
料
で
プ
レ
イ
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

5
福
井
県
立
武
生
東
高
等
学
校
　
第
2
学
年

チ
ー
ム
「
伝
統
工
芸
品
」

「
伝
統
工
芸
品
の
魅
力
を
家
族
層
に
知
っ
て
も
ら
お
う
　
s
h
a
r
e
×

l
i
n
k
 
～
伝
統
と
今
を
繋
ぐ
架
け
橋
に
～
」

　
越
前
市
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
団
体
と
越
前
箪
笥
と
越
前
和
紙
、
越
前
う
る
し
を
組
み
合
わ

せ
て
伝
統
工
芸
品
の
魅
力
を
家
族
層
に
知
っ
て
も
ら
う
。

①
小
柳
箪
笥
に
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
。

②
F
u
n
 
E
m
p
a
t
h
y主

催
の
「
た
け
ふ
を
歩
こ
う
」
（
1
0
月
予
定
）
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
ス
ト
ラ
ッ
プ

作
り
）
を
開
催
。

1
1
5
,
0
0
0

(
1
0
0
,
0
0
0
)

事
業

費
（

補
助

金
）

1
3
6
,
0
0
0

(
1
0
0
,
0
0
0
)

1
0
0
,
0
0
0

(
1
0
0
,
0
0
0
)

1
0
0
,
0
0
0

(
1
0
0
,
0
0
0
)

1
0
0
,
0
0
0

(
1
0
0
,
0
0
0
)
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令
和
６
年
度
地
域
貢
献
活
動
支
援
補
助
金
（
学
生
団
体
）
対
象
事
業
一
覧

単
位

：
円

団
体

名
事

業
名

事
業

内
容

事
業

費
（

補
助

金
）

6
福
井
県
立
武
生
東
高
等
学
校
　
第
２
学
年

チ
ー
ム
「
ス
イ
ー
ツ
×
六
条
大
麦
」

「
ス
イ
ー
ツ
を
使
っ
た
福
井
県
産
の
六
条
大
麦
の
P
R
の
プ
ラ
ン
の

立
案
と
実
践
」

　
福
井
は
六
条
大
麦
の
生
産
量
が
全
国
一
位
だ
が
、
知
名
度
は
あ
ま
り
高
く
は
な
い
。
手
軽
で
親
し
み

や
す
い
ス
イ
ー
ツ
で
あ
る
ド
ー
ナ
ツ
を
、
福
井
県
産
の
六
条
大
麦
を
使
用
し
て
作
り
、
県
内
外
の
人
た

ち
へ
広
め
る
。
県
外
の
人
に
も
福
井
県
産
の
六
条
大
麦
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
最
終
目
的
で

あ
る
の
で
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
ま
ず
は
県
内
の
人
に
六
条
大
麦
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

本
事
業
を
行
う
。

7
福
井
県
立
武
生
東
高
等
学
校
　
第
２
学
年

チ
ー
ム
「
B
級
グ
ル
メ
」

「
福
井
の
特
産
品
を
使
用
し
た
越
前
市
の
B
級
グ
ル
メ
（
ボ
ル
ガ
ラ

イ
ス
）
を
広
め
よ
う
」

　
県
内
外
の
人
に
福
井
県
の
食
材
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
食
べ
や
す
さ
、
美
味
し
さ
、
面
白
さ
を

取
り
入
れ
た
B
級
グ
ル
メ
を
販
売
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

　
ボ
ル
ガ
ラ
イ
ス
を
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
に
加
工
し
た
「
ボ
ー
ル
ガ
ラ
イ
ス
」
を
開
発
し
、
提
携
先
に
製
作

を
依
頼
す
る
。

「
ボ
ー
ル
ガ
ラ
イ
ス
」
に
は
紅
し
き
ぶ
（
ト
マ
ト
）
、
福
地
鶏
の
卵
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
等
、
福
井
県
産
の

食
材
を
使
用
す
る
。

8
福
井
県
立
武
生
東
高
等
学
校
　
第
２
学
年

チ
ー
ム
「
飲
も
っ
さ
！
食
べ
よ
っ
さ
！
楽
し
も
っ

さ
！
W
i
t
h
1
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
」

「
飲
も
っ
さ
！
食
べ
よ
っ
さ
！
楽
し
も
っ
さ
！
w
i
t
h
　
だ
る
ま

ち
ゃ
ん
」

　
1
年
次
に
武
生
東
高
校
生
徒
を
対
象
に
「
将
来
越
前
市
に
住
み
た
い
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
1
1
8
人
中
8
1
名
が
「
い
い
え
」
と
回
答
し
た
。
理
由
の
一
つ
で
あ
る
「
楽
し
め
る
と

こ
ろ
が
少
な
い
」
と
い
う
意
見
に
焦
点
を
あ
て
、
中
高
生
に
人
気
の
食
べ
物
で
あ
る
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

や
フ
ラ
ッ
ペ
と
、
か
こ
さ
と
し
さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
」
と
の
コ
ラ
ボ
を
企
画
す
る

こ
と
で
、
楽
し
め
る
機
会
を
つ
く
り
、
交
流
、
活
性
化
に
繋
げ
る
。
越
前
市
の
中
で
も
来
訪
者
数
の
多

い
ダ
ル
マ
ち
ゃ
ん
公
園
を
利
用
し
、
子
ど
も
、
家
族
世
代
だ
け
で
は
な
く
、
若
い
世
代
に
だ
る
ま
ち
ゃ

ん
と
ふ
れ
あ
い
あ
う
こ
と
が
で
き
、
楽
し
め
る
場
を
提
供
す
る
。

①
メ
ニ
ュ
ー
の
試
作

②
「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
、
フ
ラ
ッ
ペ
の
容
器
や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
に
立
て
る
旗
を
製

作
。

③
「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ
」
と
称
し
、
た
け
ふ
菊
人
形
で
商
品
を
販
売
。

1
0
0
,
0
0
0

(
1
0
0
,
0
0
0
)

1
0
0
,
0
0
0

(
1
0
0
,
0
0
0
)

1
0
0
,
0
0
0

(
1
0
0
,
0
0
0
)
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令
和

６
年
度
地
域
貢
献
活
動

支
援
補
助
金
（
市
民
団
体
）
対
象
事
業
一
覧

単
位
：
円

団
体
名

事
業
名

事
業
内
容

1
一
般
社
団
法
人

武
高
３
７
オ
レ
ン
ジ

ー
ズ

U
I
J
タ
ー
ン
促
進
の
た
め

の
S
N
S
活

用
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業

①
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
を

推
奨

し
、

普
及

活
動

を
行

っ
て

い
る

専
門

家
を

招
い

て
、

「
広

域
地

区
（

越
前

市
・

鯖
江

市
・

越
前

町
・

南
越

前
町

）
の

地
域

づ
く
り

の
課

題
や

可
能

性
」

及
び

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

に
関

す
る

講
演

会
を

開
催

し
、

居
住

者
や

企
業

・
団

体
関

係
者
に

P
R
す

る
広

報
や

普
及

活
動

を
行

う
。

②
人

生
の

転
換

期
を

迎
え

る
県

外
の

若
者

に
向

け
て

、
広

域
地

区
の

居
住

者
や

企
業

の
幸

せ
実

感
の

生
活

ス
タ

イ
ル

等
を

紹
介

す
る

動
画

等
を

作
成

し
、

I
n
s
t
a
g
r
a
m
で

情
報

発
信

を
行

う
。

③
活

動
に

共
感

し
て

も
ら

え
る

地
区

内
の

団
体

・
企

業
と

連
携

を
図

り
、

団
体

・
企

業
の

広
報

(
S
N
S
)
に

掲
載

協
力

を
ポ

ス
タ

ー
、

チ
ラ

シ
等

通
じ

て
依

頼
し

、
活

動
の

輪
を

広
げ

る
。

④
U
I
J
タ

ー
ン

希
望

者
か

ら
の

地
区

内
就

職
先

企
業

を
紹

介
す

る
活

動
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

。

2
F
u
n
 
E
m
p
a
t
h
y

た
け
ふ
を
歩
こ
う
2
0
2
4
 
～

ま
ち

な
か

今
昔

謎
解

き
編

～

　
参

加
者

に
越

前
市

の
中

心
市

街
地

を
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

見
な

が
ら

謎
解

き
を

し
て

も
ら

う
。

謎
解

き
の

内
容

は
中

心
市

街
地

の
昔

と
今

の
魅

力
（

歴
史

や
飲
食

店
な

ど
）

を
伝

え
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
謎

を
解

き
な

が
ら

、
各

ス
ポ

ッ
ト

で
写

真
を

撮
っ

て
も

ら
い

、
謎
解

き
体

験
の

思
い

出
を

残
せ

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
も

作
成

し
て

も
ら

う
。

　
今

回
は

、
今

ま
で

の
「

た
け

ふ
を

歩
こ

う
」

に
は

な
か

っ
た

、
謎

解
き

や
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
対

応
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
の

新
た

な
要

素
を

加
え

、
参

加
率

が
低
か

っ
た

若
者

や
ブ

ラ
ジ

ル
ル

ー
ツ

の
方

の
参

加
を

促
す

。

3
武
生
セ
ン
タ
ー
合
唱

団
武
生
セ
ン
タ
ー
合
唱
団

創
立
5
0
周
年
記
念
第
4
2
回

定
期

演
奏

会

　
創

立
５

０
周

年
を

迎
え

る
こ

と
か

ら
、

多
く

の
市

民
の

皆
様

と
共

に
歌

う
合

唱
団

を
組

織
し

、
記

念
コ

ン
サ

ー
ト

を
行

う
。

ま
た

、
越

前
市

を
中

心
に

活
躍
す

る
音

楽
家

を
招

き
、

合
唱

構
成

「
ぞ

う
れ

っ
し

ゃ
が

や
っ

て
き

た
」

を
発

表
す

る
。

　
第

1
部

は
合

唱
団

演
奏

、
第

2
部

で
は

、
「
み

ん
な

で
歌

い
ま

し
ょ

う
」

の
コ

ー
ナ

ー
を

設
け

、
歌

う
楽

し
さ

を
感

じ
て

も
ら

う
企

画
を

実
施

す
る

。

事
業
費
（
補
助
金
）

1
6
7
,
0
0
0

(
1
0
0
,
0
0
0)

1
4
0
,
0
0
0

(
8
4
,
0
0
0
)

8
4
0
,
0
0
0

(
1
0
0
,
0
0
0)
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令
和

６
年
度

　
地
域
自
治
振
興
事
業

（
特
別
事
業

）
採
択
事
業
一

覧

Ｎ
ｏ
．

団
体

名
事

業
名

概
要

事
業

費
内

示
額

1
王

子
保

地
区

自
治

振
興
会

「
シ
ン
・
王

子
保

駅
」

～
無

人
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
地

域
活

性
化
～

「
王

子
保

駅
」
を
活

用
し
、
地

域
の

人
々

が
気

軽
に
立

ち
寄

れ
る
、
立

ち
寄

り
た
く
な
る
ス
ペ
ー
ス
を
創

造
す
る
こ
と
で
、
地

域
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
復

活
さ
せ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創

造
し
、
地

域
そ
の

も
の

の
魅

力
や
地

域
で
の

い
ろ
い

ろ
な
活

動
を
通

勤
通

学
の

若
い

人
た
ち
に
P
R
し
、
意

識
づ
け
、
参

画
を
促

す
。

・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

設
置

、
自

習
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等

が
で
き
る
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
の

整
備

・
展

示
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
P
R
ブ
ー
ス
の

整
備

・
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
（
音

楽
会

、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
朝

市
・
マ
ル
シ
ェ
、
フ
リ
マ
）

1,
50
0,
00
0

1,
00
0,
00
0

2
味

真
野

自
治

振
興
会

「
味

真
野

茶
普

及
促

進
事

業
」

歴
史

の
あ
る
「
味

真
野

茶
」
に
つ
い

て
、
2
0
2
4
年

で
味

真
野

茶
も
み
唄

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の

1
5
周

年
と
な
る
こ
と
を
契

機
と

し
、
茶

も
み
唄

の
講

習
会
や
お
茶

の
茶

摘
み
体

験
等

の
活

動
を
通

じ
て
、
味

真
野

茶
の

普
及

促
進
に
取

り
組

む
こ
と
で
、
味

真
野

茶
の

一
層

の
振

興
と
地

域
の

伝
統

的
文

化
の

継
承

、
地

域
の

活
性

化
を
図

る
。

・
茶

摘
み
・
茶

揉
み
体

験
、
美

味
し
い

お
茶

の
淹
れ
方

講
座

の
開
催

・
茶

も
み
唄

コ
ン
ク
ー
ル
過

去
大

会
の

最
優

秀
者
を
対

象
と
し
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大

会
の

開
催

・
味

真
野

茶
も
み
唄

の
講

習
会
と
保

育
園

児
の

指
導

・
イ
ベ
ン
ト
等

で
の

味
真

野
茶

の
ふ
る
ま
い

・
茶

摘
み
、
茶

揉
み
の

様
子

の
映

像
制
作

53
5,
00
0

31
6,
00
0

3
南

中
山

地
区

自
治

振
興
会

「
ス
ポ
ー
ツ
の

力
で
、
地

域
を
元

気
に
！

」
～

地
域

の
未

来
は
、
私

た
ち
の

手
で
創

る
～

2
0
2
4
年

は
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催

年
で
、
南

中
山

地
区
は
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競

技
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の

見
延

選
手

の
出

身
地
区

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
子

ど
も
か
ら
大

人
ま
で
の

幅
広

い
層
を
対

象
に
地

域
全

体
で
、
選

手
の

応
援
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
学

習
活

動
に
取

り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
住

民
同

士
の

交
流

の
機

会
を
作

り
、
地

域
一

丸
と
な
っ
て
「
連

帯
意

識
」
「
郷

土
の

誇
り
」
を
生

み
出

し
、
地

域
活

性
化
を
図

る
。

・
地

域
の

資
産
と
し
て
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の

歴
史
」
を
学

ぶ
機

会
の

創
出

・
選

手
の

応
援
イ
ベ
ン
ト
、
壮

行
会

、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
体

験
等

の
開
催

・
選

手
を
登

場
さ
せ
た
応

援
動

画
、
五

輪
関

係
の
P
R
動

画
を
作

成
公
開

・
懸

垂
幕
・
横

断
幕
・
幟

旗
等
を
地

域
内

多
数

設
置

・
S
N
S
を
活

用
し
た
効

果
的
な
P
R
、
広

報
活

動
の

実
施

85
5,
00
0

68
4,
00
0

2,
89
0,
00
0

2,
00
0,
00
0
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1
 
課
題

2
 
取
組

方
針

3
 
取
組

み

持
続

可
能

な
地

域
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

の
再
生

(
2
)
 
地

区
組

織
の

変
遷

(
1
)
 
社

会
情

勢
の

変
化

・
平
成

1
5
年
3
月

市
地

域
振
興

事
業

交
付

金
制
度

創
設

・
平
成

1
6
年
3
月

市
地

域
自
治

振
興

条
例

制
定

・
平
成

1
6
年
4
月

市
内

1
3
地
区

自
治

振
興

会
設
立

・
平
成

1
6
年
9
月

市
自

治
基
本

条
例

制
定

・
平
成

1
7
年
1
0
月

越
前

市
誕
生

・
平
成

1
8
年
5
月

全
1
7
地
区
自

治
振

興
会

設
立

・
平
成

2
1
年
4
月

市
区

長
会
連

合
会

解
散

・
平
成

2
1
年
5
月

市
自

治
振
興

会
連

合
会

解
散

市
自

治
連
合

会
設

立
・
平
成

2
1
年

度
公
民

館
主
事

を
地

域
支

援
主
事

に
併
任

・
平
成

2
2
年

度
地
域

支
援
員

配
置

・
平
成

2
4
年
2
月

地
区

公
民
館

の
あ

り
方

に
関
す

る
方
針

決
定

・
人
口

減
少

・
核
家
族

化
の

進
展

・
価
値

観
の

多
様

化
・

外
国
人

市
民

の
増

加

・
共
同

意
識

や
連

帯
感
の

希
薄
化

・
自
治

組
織

の
担

い
手
不

足
・
地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
の

活
力
低

下

・
地

区
組

織
の
形

態
が

様
々

自
治
振
興

会
区
長
会

専
門
部
会

の
構
成

雇
用
事
務

員
の
有

無

(
1
)
 
総

合
計

画
2
0
2
3

政
策
3
0
「

市
民

自
治

と
市
民

活
動

・
持
続

可
能

な
町

内
自
治

と
協
働

の
あ

り
方

検
討
（

区
長
協

力
業

務
の

ゼ
ロ
ベ

ー
ス
見

直
し

）
・
持
続

可
能

な
地

域
自
治

と
協
働

、
行

政
サ

ポ
ー
ト

の
あ
り

方
検

討
（

自
治
振

興
会
事

業
の

ゼ
ロ

ベ
ー
ス

見
直
し

）

(
1
)
 
共

通

・
課
題

を
深

掘
り

し
、
解

決
策
を

見
い

出
す

た
め
の

調
査
・

調
整

R
5
.
1
0
月

区
長
・

振
興
会

に
対

す
る

ア
ン
ケ

ー
ト
基

礎
調

査
R
6
.
2
月

自
治
連

合
会
と

の
合

同
勉

強
会
(
ア
ン
ケ

ー
ト

結
果

意
見
交

換
会
、

労
働

者
協

同
組
合

制
度
)

基
礎
調

査

(
2
)
 
区

長
協

力
業

務

・
R
6
.
4
月

全
て

の
市
依

頼
業
務

に
つ

い
て

市
民
生

活
に
与

え
る

影
響

も
考
慮

し
事
前

審
査

着
手

・
R
6
.
6
月

区
長

モ
ニ
タ

ー
配
置

(
9
地

区
1
0
名
)

区
長
協

力
依

頼
業

務

(
3
)
 
自

治
振

興
会

事
業

・
各
地

区
の

自
治

振
興
事

業
で
活

動
さ

れ
て

い
る
方

々
と
話

し
合

い
を

深
め
、

地
区
の

特
色

や
現

状
・
課

題
等
を

共
有

・
自
治

振
興

会
の

事
業
と

組
織
に

つ
い

て
の

整
理

‥
地

区
の

主
体

的
事
業

及
び
市

が
依

頼
す

る
協
働

事
業
の

廃
止

や
統

廃
合
、

負
担
軽

減
化

‥
役

員
の

報
酬

や
事
務

員
の
配

置
な

ど
、

地
区
ご

と
に
様

々
で

あ
る

現
状
を

踏
ま
え

た
体

制
強

化
・
市
と

市
自

治
連

合
会
の

協
働
に

よ
り

、
持

続
可
能

な
地
域

自
治

と
協

働
の
あ

り
方
に

つ
い

て
、

複
数
年

か
け
て

研
究

地
域
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
地
域
自

治
振

興
計

画

研
究
会

・
R
5
連
合

会
調
査

‥
役
員

手
当
あ

り
会

長
1
6
地
区

副
会

長
1
5
地
区

事
務

局
長

1
6
地
区

会
計

1
5
地
区

‥
事
務

員
配
置

あ
り

1
1
地
区

19
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4
 
自
治

組
織

の
あ

り
方
研

究
会

(
1
)
 
目

的

持
続
可

能
な

町
内

・
地
域

自
治
と

協
働

の
あ

り
方
に

つ
い
て

、
過

去
の

実
績
や

前
例
に

と
ら

わ
れ

な
い
(
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
)
見
直

し
を

進
め
る

た
め

、
市
自
治

連
合

会
と

の
協
働

に
よ
り

、
様

々
な

角
度
か

ら
有
識

者
を

交
え

た
研
究

を
重
ね

自
治

組
織

の
あ
り

方
を
見

い
出

す
（
研
究

の
視

点
）

・
自

治
振

興
会

や
町
内

会
の
担

い
手

確
保

・
自

治
組

織
と

行
政
の

協
働
・

サ
ポ

ー
ト

の
あ
り

方
・
自

治
振

興
会

と
町
内

会
や
公

民
館

、
各

種
団
体

と
の
関

係
な
ど

(
2
)
 
概

要

・
構
成

員
参

加
者
や

有
識
者

は
固

定
せ

ず
、
自

治
連
合

会
と

の
協

議
に
よ

り
各
テ

ー
マ

を
設

定
・
開
催

形
式

各
テ
ー
マ

ご
と
に

、
自

治
連

合
会
と

の
協
議

に
よ

り
パ

ネ
ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

や
セ
ミ

ナ
ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

等
設
定

・
期
間

自
治
振
興

会
や
町

内
会

の
過

度
な
負

担
に
な

ら
な

い
よ

う
年
に

数
回
を

複
数

年
◎
改
善

で
き
る

こ
と

が
あ

れ
ば
随

時
反
映

(
3
)
 
開

催
計

画

・
第
1
回

令
和
7
年
1
月
2
7
日

(
月
)

・
以
降

市
自
治
連

合
会
幹

部
会

に
て

協
議

(
4
)
 
参

考

・
第
1
回
研
究

会
有

識
者

内
山
秀

樹
(
う

ち
や

ま
ひ
で

き
)

※
市

内
活

動
所

属
：

仁
愛

女
子
短

期
大
学

名
誉

教
授

元
㈱

サ
ン
ワ

コ
ン
技

術
士

（
地

域
計
画

関
係
）

坂
口

地
区
う

ら
ら
の

町
づ

く
り

振
興
会

理
事
・

里
山

部
会

長
専

門
分

野
：

都
市
計

画
、
ま

ち
づ

く
り

、
住
民

自
治
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
デ

ザ
イ
ン

活
動
：

坂
井

市
自
治

会
に
関

す
る

研
修

会
「
ど

う
す
る

町
内

会
」

講
師
<
R
4
>

「
時

空
を
超

え
て
～

５
８

年
前

の
絵
と

の
対
話

」
実

行
委

員
長
<
R
3
～
>

福
井

ラ
イ
フ

・
ア
カ

デ
ミ

ー
ふ

る
さ
と

未
来
講

座
「

ど
う

す
る
町

内
会
」

講
師
<
R
2
>

古
民

家
「
A
O
I
I
E
」
(
ア
オ

イ
イ

エ
)
代

表
(
H
2
1
～
)

※
勾

当
原

町
グ
リ

ー
ン

ツ
ー

リ
ズ
ム

ゲ
ス
ト

ハ
ウ

ス
市
民

自
治
推

進
委
員

会
(
H
1
8
～

H
2
5
)
※
H
2
2
～
2
5
委

員
長

持
続

可
能

な
地

域
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

の
再
生
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